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精密鍛造に用いられる金型の破損および観察事例を示しながら、CAE
解析を金型破損へ適用し強度および疲労寿命予測を実施した事例を紹介
する。

精密冷間鍛造金型における
破損事例とその評価技術

1．はじめに
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　最近の精密冷間鍛造の金型は、素形材のニアネッ
トまたはネットシェイプを実現するため、より複雑
な形状で高精度な付加価値のある鍛造部品へ適用さ
れることが多くなってきた。そのため金型の強度負
担はますます大きくなる傾向にある。従って金型寿
命の向上技術は、鍛造品のコスト削減、品質面から

重要な課題である。
　ここでは、冷間鍛造の金型寿命に影響する因子を
中心に金型破損、摩耗の事例を示す。また CAEを
活用した金型の破損応力の計算から、金型の疲労寿
命予測の取り組みについても紹介する。

　冷間鍛造金型は、（1）破損（割れ、カケ、破壊など）、
（2）摩耗（変形、表面荒れなど）がある。破損では、
数ショットで破損する一発破壊から数万ショットの
低サイクル疲労による割れなどがある。多くの金型
は、コーナー部に引張応力が繰返し負荷されること
で破損となっている。また摩耗では、素材の潤滑処
理、金型の表面処理、素材と金型間の面圧の大きさ
に影響され、金型の寸法変化が鍛造品の寸法精度へ
影響する。
　次に金型破損に影響する因子を示す。
　①工程設計･･･  鍛造品形状・精度、成形荷重、
　　　　　　　　面圧

　②金型設計･･･  金型構造（補強方法、分割位置な
ど）、金型形状、材質、硬さ、表面
処理

　③金型製作･･･  熱処理、機械加工、放電加工、ラッ
ピング、表面処理技術

　④鍛造条件･･･  鍛造機械、作業者、材質、潤滑
　　　　　　　　など
　明らかに設計上の不備で発生する金型破損は、工
程設計または金型設計に原因がある。また突発的な
金型破損は、金型製作または鍛造条件などが破損の
変動要因となる。

2．金型破損と摩耗の形態とその影響因子

　当社では破損原因の解明のために破面の観察を実
施している。この観察により破損の起点を判断する

ことができる。また、CAEでの応力集中部と比較し
た時に応力による破損なのか、またはそれ以外の要

3．破損事例と破面観察事例
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